
通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある児童生徒に対する 

早期支援のためのパンフレット 

スタートは から 
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十和田市教育委員会指導課 

１ 発達障害ってなに？・・・・・・１P 

２ 気付きから校内支援まで・・・・２P 

３ 通常の学級での支援 

 （１）教室環境の工夫・・・・・・３P 

 （２）授業の工夫・・・・・・・・６P 

 （３）学級経営の工夫・・・・・・７P 

４ 保護者への支援・・・・・・・・９P 

５ 個別の教育支援計画 

及び個別の指導計画・・・・１０P 

学校という集団の中で，気になる子はいませんか？ 

じっとしていることができない，計算はできるが文章問題ができない，
空気が読めず一言多いせいで友達とけんかになることが多い・・・。 

わがままだから・・・。しつけが悪いから・・・。そう思って済ませて
いませんか。 

 発達障害のある子どもたちは，障害があることに気付かれにくく，誤解
されてしまいがちです。 

 まずは，教師が「この子の行動には原因があるのでは？」と気付くこと
が支援の第一歩となります。 

 このリーフレットは，気になる子への早期支援をしていくために作成し
ました。先生方誰もが理解し，学校全体で支援することが大切です。 

ぼくたちと一緒に，気になる

子への支援について考えてみ

よう！ 

なにか原因が

あるのでは？ 
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１ 発達障害ってなに？ 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

発達障害の特性                 

                

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ADHD 

（注意欠如   

多動性障害） 

LD 

（学習障害） 

 

１不注意・うっかりミスなど 

２衝動性・よく考えずに行動するなど 

３多動性・じっとしていることが苦手など  

という３つの特徴がある。 

多くのことは年齢相応にできるが，

「聞く」「話す」「読む」「書く」「計

算する」「推論する」のうち，特定

の能力に困難が見られる。 

自閉症スペクトラム 

 重い自閉症からアスペルガー

症候群まで広汎性発達障害を連

続的にとらえた概念の総称。広

汎性発達障害は自閉症のグルー

プの総称。医学界では自閉症ス

ペクトラムの考え方が主流にな

ってきた。 

 

 

 

 

 

アスペルガー症候群 

知的な遅れが軽微かない自閉

症で，言葉の発達の遅れが少な

いもの。 

 

 

 

自閉症の主な特徴 

・他人との社会的関係の困難さ 

・コミュニケーションの困難さ 

・想像力の乏しさとこだわり 

 

平成１７年４月に施行された「発達障害者支援法」によって定義され

ている発達障害は，以下のとおりです。 

「自閉症，アスペルガー症候群，その他の広汎性発達障害，学習障害

（LD），注意欠如・多動性障害（ADHD），その他これに類する脳機能の障

害であってその症状が通常低年齢において発現するもの」 

発達障害の原因はまだ分かっていませんが,生来性あるいは生後ごく

早期に,  何らかの認知機能の偏りをきたすような脳機能障害が存在す

ると考えられています。保護者の育て方や本人の努力不足が原因で起こ

るものではありません。 

発達障害にも   

  いろいろあるんだ！ 

 

 

障害だと気付かれずに，からかい，いじめの対象になったり，孤立，引きこ

もりなどの二次障害へと発展したりするケースもあるんだぞ！ 

自閉症スペクトラム      

アスペルガー症候群     

その他の広汎性発達障害 
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２ 気付きから校内支援まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内において，発達障害等を含め気になる児童生徒に対する特別支援教育

を進めていくときには，即外部機関との連携で対応するのではなく，まず，

校内委員会やケース会議などを通じて校内での可能な支援を考えるなど校内

体制の整理から始めて，段階的な支援を検討することが必要になります。 

学級での配慮・指導 

 

第一次支援 

（学級・学年での配慮・指導） 

 

コーディネーター 

調整・相談 

（窓口的役割） 

第二次支援 

（校内支援体制） 

 

・個別指導 

・チームティーチング 

・少人数制 

・支援チームによる支援 

など 

第三次支援 

（外部との連携に 

よる支援）  

 

・通級による指導 

・特別支援学校   
センター的機能 

・ボランティア など 

校内の連携の推進 

連絡調整 

 

関係機関との連携の 

推進・連絡調整 

保護者・本人 

相談・理解・情報収集 

保護者・本人 

相談・理解・情報収集 

教 育 相 談 
学級担任 
教育相談担当 
コーディネーター 
管理職 

 

校内委員会１ 

 

情報収集 

実態把握 

判断 

↓ 

支援策の検討 

個別の指導計画 

個別の教育支援計画 

 

校内委員会２ 

 

実態把握 

専門家の意見 

判断 

↓ 

支援策の検討 

個別の指導計画 

個別の教育支援計画 

外部資源等 

 

関係諸機関 

 

専門家チーム 

 

進路相談 

 

特別支援学校 

センター的機能 

 

地域支援ネットワーク 

 

幼保・小・中・高・特別支援学校 

地域関係者 

関係機関（福士・労働・医療） 

 

学級担任の気付き 

 

学年組織での協議・検討 

保護者の気付き 



3 

  

発達障害をもつ児童生徒は，学校生活の様々

な場面で困難さを感じています。発達障害をも

つ児童生徒ももたない児童生徒も，全ての児童

生徒が困難さを感じず学校生活を送るために

は，ユニバーサルデザイン（全ての人のための

デザイン）の視点を生かした学級経営や授業づ

くりが大切です。 

 

聴覚過敏の

子には，椅子

にカバーをか

けて雑音を押

さえたり，声

のものさしで

声量を調節し

たりしてあげ

るなどの配慮

も必要です。 

視覚刺激に影響を受けやすい児童生徒に

とって，必要以上の視覚情報は，どこに注

目したらいいかがわかりにくく，集中して

学習できない要因になります。教室前面の

掲示物を精選したり，掲示物の色に配慮し

たりするなどが効果的です。 

 

３ 通常の学級での支援 
 

では，多様な困難さに対応した支援を， 

（１）教室環境の工夫 

（２）授業の工夫 

（３）学級経営の工夫 

の３つの視点で紹介します。 

 

（１）教室環境の工夫 

 

  ①  視覚刺激・聴覚刺激に影響を受けやすい子 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                                     

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

授業に集中できない！ 

 

黒板の周りや本棚をカーテンで隠すことで，

授業中に目移りしないようにしているね。 

 

これで授業に集中できるぞ！ 
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見本どおりに整理整頓すればいいんだね！ 

  ② 変化への対処が弱い子，整理整頓が苦手な子，こだわりが強い子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚刺激に影響を受けやすい子は，

雑然とした環境が苦手です。分かりや

すく整理整頓の仕方を指導することが

必要です。 

整理整頓が 苦手だよー！ 

 

教科を色分けして教科書にシ

ールを貼っておけば，教科書を

かばんや本棚から取り出すとき

に便利だね！グッドアイデア！ 

給食当番が優先的に手洗いで

きるとわかっていても自分から

手洗いできないときは，言葉で

見えるようにしておくと，安心

して手洗いできますね。 

ロッカーの整頓の仕方 

歯ブラシ・コップのしまい方 

ズックの置き方 

お道具箱の整頓の仕方 
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黒板に書いて 

 

 

ノートに写さ

せる！ 

 

 ③ 行動が遅れる子，積極的に活動していない子，忘れ物が多い子 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉の指示だけでは取り組むのが苦手

な児童生徒には，視覚的に示してあげる

ことが有効です。１週間や１日の流れ，

準備するものなど見える形にして示して

あげることが大切です。         

また，見通しが急に変わると，新たな

課題に不安を抱く要因になり，誰もが心

乱れるものです。予定が変更した場合は

できるだけ早く情報を提供し，安心感を

もたせることが大切です。 

学級のきまりや子どもへの指示を図にして準備しておくと（ルールの見える化），

子どもにとって分かりやすくて，大きな声を出さなくても指示が通ります。お互い

に気持ちよく過ごすことができますよ！ 

みんなより行動が遅

れちゃう，忘れ物もし

ちゃうよ～！ 

 

今日の予定，次の日の持ち物や宿題が書いてあると，安心するね！ 

 

個人への指示の例 授業の約束の例 

全体への指示の例 
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（２）授業の工夫 

 

    ① 授業の見通しがもてない子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ② 課題への取りかかりが遅い子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間の見通しがもてない授業は集中力が

持続しないものです。学習の流れが分かり，

今どの場面を学習しているかが分かると安心

して学習に取り組むことができます。 

学習に興味をもてないまま授業が進んで
しまうことがあります。教科の特性に合わせ
た導入の工夫に努めましょう。また，資料を
提示する際に，児童生徒の興味を引き付ける
工夫をしましょう。実物や見本，拡大した写
真や図，ICT 機器の活用など，一工夫で効果
抜群です。 

集中力が続かない！ 

話すときは，短く，

具体的が基本じゃぞ。

指示は一つずつじゃ！

一気に二つ三つは出す

もんじゃないぞ！ 

すぐに課題に取り組めない！ 

教科書や作業の様子を拡大して掲示したり，ホワイトボードにプロジェク

ターで画像を写すなどの一工夫で，子どもの興味・関心がグッと高まるね！ 

１時間の授業の流れが最初から分かっているから，最後まで頑張れる気がするぞ！ 
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  ③ 視覚情報が多すぎて整理できない子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 友達とうまくかかわれない子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

                     

                     

                     

                     

板書が雑然としていると，どこに目を付け

てよいかが分からず，板書をノートに写す意

欲も失せてしまいます。内容を精選し，構造

化された板書に努めましょう。また，板書に

対応したワークシートの活用も効果的です。 

お互いの考えや思いを聴き合う活動を意

図的に取り入れることで，自己肯定感を育

み，お互いに関心をもち合うようになりま

す。学級活動や授業の中で，ペア学習，グル

ープ学習，一斉学習など，ねらいに応じて

様々な学習形態を工夫しましょう。 

Ya～y♪ 

何をどう書いたらよ

いか分からないよ～！ 

みんなとうまくできない，自分

の考えや思いをうまく発表できな

いんだ・・・。 

黒板のどこに何を書くのかが決まっている

と分かりやすいね。あと板書が整理されてい

ると，そのままノートに写せるよ！ 

構造化された板書 

板書に対応したワークシート 

ペアで グループで 

だんだんみんなとうまくかか

わることができるようになって

きたよ！ 



8 

  

（３）学級経営の工夫 

 

 時間を守れない子，係活動でトラブルになる子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

この他にも，様々な支援の仕方があります。参考資料を掲載します。 

 

○山形県教育センター「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりハンドブック」 

○国土交通省総合政策局安心生活政策課 

「知的障害，発達障害，精神障害のある方とのコミュニケーション」 

 ○仙台市教育委員会「平成２７年度特別支援教育推進資料 子どもが輝くために～気づいて認めて支えて～」 

 ○青森県教育委員会「特別な教育的支援を必要とする子どもたちへの指導のためのハンドブック～特別支援学級・通級指導教室・通常の学級～」 

何をどうしたらよいのか分からな

い生活状況は，居心地が悪く不安を

感じさせます。また，トラブルの要

因にもなっていきます。学級生活の

きまりを分かりやすく伝えることが

大切です。 

時間を守って行動できない。
係活動がうまくできない！ 

学級経営の工夫に欠かせない   

ポイントは 

①言葉のルールの確立 

②行動ルールの確立 

③子どもを多面的に見る 

④子どものよさを見出す 

⑤人間関係づくりを積極的に行う 

の５つじゃ。覚えておくのじゃぞ！ 

タイマーや時計がある
と助かるな－！ 

係活動の手順

やきまり，グル

ープのメンバー

などを見える化

してあげると，

安心して活動が

できるんだね！ 

 

クラス内相互理解の取組例 
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 ４ 保護者への支援 
 

  

  

 

 

 

保護者との関係 

（１）障害受容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   （２）対話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※困った時の相談機関 

１十和田市教育委員会 教育総務課学務係  58-0182  

     ＊主に，小・中学校や養護学校への入学・進学・転出入の手続き上のことや，障害にかかわる援助費等のことについて相談に応じます。 

２十和田市教育委員会 指導課（十和田市教育支援委員会事務局） 58-0183  

     ＊主に，教育支援総合診断の申込みやその内容について，また，障害に応じた支援のあり方や学校の対応等について相談に応じます。 

３十和田市幼児発達支援センター（健康増進課） 51-6792 

   ＊主に，小学校入学前のお子さんの障がいや養育上の悩み等について，幅広く相談に応じます。 

４三本木小学校（特別支援教育センター）  23-9553 

＊主に，小・中学校に入っているお子さんの障がいや養育上の悩み，日常の指導や対応のあり方，専門的な検

査など，幅広く相談に応じます。 

５十和田市教育相談室「トワハート」（十和田市教育研修センター内） 24-2400 

＊主に，既に小・中学校に入っているお子さんについて，心配なことがある場合，相談に応じています。 

６八戸聾学校 八戸盲学校（相談支援センター内） 0178-43-3962 

＊見え，聞こえ，ことば，発達等で気になる方への相談支援を行っています。 

７七戸養護学校教育相談（成長にかかわる悩み） 62-2331 

 ＊お子さんの成長に関わる悩み相談に応じます。 

※その他に，福祉課では障害のある幼児・児童・生徒が充実した生活を送るための支援【障害者手帳取得に関すること，自立

支援医療（身体障害除去・軽減手術 医療費自己負担軽減），小児慢性特定疾患治療費助成事業（医療費自己負担軽減），障害

児通所支援（児童発達支援・医療型児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援）など】を行っています。 

児童生徒を支えていくためには，保護者の理解は欠かせません。教育相談
を行う前に，家族がどういう状況にあるのか，保護者の心情に思いをはせて
みてください。保護者の思いに寄り添い，悩みを受け止め，共に考え，精神
的に支えていくことが大切です。 

○障害受容を強要しない。説得しない。 
○きちんとした情報を提供する。 
 ・学校でこういう所で困っている。 
 ・検査結果もよく分かるように。 
○肯定的な情報を多く。 
○否定的な情報は少なく。 
○否定的な情報は、次にできるための課題として伝える。 

○話すより聞く。 
○共感的に。 
○結論を急ぎすぎない。 
○結論は相手に言わせる。or 選択させる。 
○自分の利害や学校の都合が見えてはならない。 
○保護者との相互協力のための対話であることを忘れない。 
○子どもの問題を解決するためのパートナーとして対応する。 
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５  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常の学級に在籍する児童生徒の個別の教育支援計画及び個別の指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

十和田市では，平成２１年度から教育委員会と教育支援委員会
の連携事業として，障害のある幼児児童生徒の一人一人のニーズ
を正確に把握し，教育の視点から適切に対応していくという考え
の下，長期的な視点で乳幼児期から学校卒業まで一貫して的確な
教育的支援を行うため，個別の教育支援計画及び個別の指導計画
の作成に取り組んでおります。 

もし，通常の学級に気になる児童生徒がいたら，一貫して的確
な教育的支援を行うために，障害の有無にかかわらず個別の教育
支援計画及び個別の指導計画を作成してみてください。全教職員
や保護者，関係機関と連携して一貫した支援をしていきましょう。 

いろんな人とかかわりながら幼児・児童・生徒の

成長を見守ることは大切なことだね！ 

※個別の教育支援計画 

他機関との連携を図るための長期的な視点

に立った計画 

（様式→十和田市の様式を使用する） 

※個別の指導計画 

指導を行うためのきめ細かい計画 

（様式→青森県の様式を参考にする。各校

で独自に作成しているものがあれば，そ

れを使用してもよい） 
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通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある児童生徒に対する早期支援のためのパンフレット 
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    青森県十和田市西十二番町６番１号 

        TEL 0176-58-0183 FAX 0176-24-3953   

 

先生，みなさん 

ありがとう！ 


